
いしかわ健康フロンティア戦略２０１８
～企業と行政との協働～

石川県健康福祉部健康推進課

木村 慎吾

ACTION！セミナー in 金沢



①民間団体・企業等との連携★
②健康増進を担う人材の育成
③健康指標に関する地域差の改善

①次世代の健康
②働く世代の健康★
③高齢者の健康（介護予防対策）

①循環器疾患の予防
②糖尿病の予防
③がんの予防
④う蝕・歯周疾患の予防

いしかわ健康フロンティア戦略2018

⚫ 県民一人ひとりが健康で生きがいを持ち自立した生活を送ることができるよう、
「健康寿命」を延伸し、活力ある高齢社会の実現を目指して、

⚫ 「健康増進施策」、「生活習慣病予防対策」、「介護予防対策」を切れ目なく一体的に推進

（戦略の期間）平成30年度からの6年間 （戦略の目標）健康寿命の延伸

①正しい食生活の実践★
②適切な身体活動（運動・生活活動）の実践★
③休養とこころの健康づくり
④適正飲酒の普及
⑤県民一人ひとりの健康づくりの実践★

（１）県民一人ひとりの健康づくりの実践
（２）生活習慣病の発症予防と

重症化予防の徹底

（３）生涯を通じた健康づくりの推進 （４）健康づくりのための環境整備



健 康 寿 命

⚫ 健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）を延伸し、
平均寿命との差を短くすることが、県民一人ひとりにとって、社会全体にとって重要
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（出典）健康寿命は、「第16回健康日本２１推進専門委員会資料」（R3.12.20）を引用
平均寿命は、厚生労働省「都道府県別生命表の概況」を引用



H２８ R３（速報）

ＢＭＩ ２５以上 ２４．９％
（全国ワースト２２位）

２７．３％
（全国ワースト２３位）

腹囲 男８５ｃｍ以上 女９０ｃｍ以上 ３３．０％
（全国ワースト１２位）

３６．９％
（全国ワースト９位）

内臓脂肪症候群 １９．６％
（全国ワースト７位）

２３．０％
（全国ワースト４位）

血圧 拡張期血圧９０以上 ８．３％
（全国ワースト４５位）

９．７％
（全国ワースト４０位）

血圧 収縮期血圧１４０以上 ２１．４％
（全国ワースト４０位）

２３．９％
（全国ワースト４１位）

脂質 中性脂肪３００以上 ３．０％
（全国ワースト１５位）

３．３％
（全国ワースト９位）

脂質 LDL１４０以上 ２2.2％
（全国ワースト４５）

２１．９％
（全国ワースト４７位）

血糖 HbA1c 6.5以上 １０．４％
（全国ワースト５位）

１１．１％
（全国ワースト５位）

血糖 HbA1c 8.0以上 １．１％
（全国ワースト３１位）

１．３％
（全国ワースト19位）

国民健康保険の被保険者（高齢者等）の状況

⚫ 国保の被保険者の健康課題として、内臓脂肪症候群や糖尿病などがあげられる。

R2

高血圧 ４１．９％
（全国ワースト６位）

脂質異常症 ３３．８％
（全国ワースト１位）

糖尿病 １１．４％
（全国ワースト３位）

特定健診で生活習慣病等に該当する者の割合 特定健診（問診）で服薬中の者
の割合

（出典）石川県国保連合会調べ

R2

高血圧 １７３．０
（全国ワースト４５位）

脂質異常症 ５９．１
（全国ワースト３６位）

糖尿病 ７０．３
（全国ワースト４７位）

（参考）年齢調整外来受療率
（人口１０万対）

（出典）石川県国保連合会調べ

（出典）厚生労働省「患者調査」



健康に関する関心

⚫ 健康に関する関心は、「ある」と「少しある」をあわせて、約9割の県民が持っている。

令和4年度県民健康栄養調査とは

１ 調査対象：南加賀医療圏域、金沢市を除く石川中央医療圏域、金沢市、能登中部医療圏域、能登北部

医療圏域の５つの圏域に分けて、計3,000 世帯（約6,600 人）を層化無作為抽出した。

２ 調査期間：令和4 年11 月～12 月

３ 調査方法：3,000 世帯については郵送による配付・回収とした。未回収世帯等にハガキにより再度

協力を依頼。うち1,000 世帯については栄養調査と併用したため、調査員により回収

されたものも一部ある。

４ 集計・解析：有効回答2,587 件について集計・解析した。

令和4年度県民健康調査①



⚫ 健康のためにしていること（行動）は、「食事・栄養に気を配る」「睡眠や休養を十分
にとる」は６割、「運動やスポーツをするようにしている」は３割にとどまっている。

（出典）令和4年度県民健康調査

令和4年度県民健康調査②

健康のためにしていること



⚫ 肥満（ＢＭＩ 25以上）は、男性では、２０代が２４．７％に増加し、30代・40代と年代とと
もに高くなり、50歳代では４０．１％になっている。

⚫ 女性でも、20代が１５．９％、30代が１０．２％に増加している。

（出典）令和4年度県民健康調査

肥満（ＢＭＩ25 以上）

令和4年度県民健康調査③
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「健康経営」に対する総合的な支援

企業の健康経営の取り組みを支援

◆近年企業で注目される「健康経営」

積極的に
取り組む企業

取り組みの
きっかけが
ほしい企業

これから
取り組もうと
している企業

①従業員の健康づくりへの支援
健康機器（歩数計等）の購入や研修会など

②企業対抗の健康イベントの開催
取組状況をポイント化し、企業間で競い合う

③企業への出前講座の開催
保健師・管理栄養士等を派遣

啓発 → 認定 → 実践 → 顕彰 → 普及 までを総合的に実施

他
企
業
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広
く
普
及

事
例
集
の
作
成
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積極的に
取り組む企業

取り組みの
きっかけが
ほしい企業

これから
取り組もうと
している企業

①従業員の健康づくりへの支援
健康機器（歩数計等）の購入や研修会など

②健康経営実践ゼミの開催
アドバイザーによる健康経営のコンサルティング

③企業への出前講座の開催
保健師・管理栄養士等を派遣

全国初

H30：202社
R1  ： 87社
R2  ： 78社
R3 ：190社
累計557社

H30：14社
R1  ：19社
R2  ：15社
R3  : 14社
累計62社

「健康経営」とは…

企業が経営的な視点から

従業員の健康管理を実践すること

企業経営上も大きなメリット

・疾病により貴重な労働力を失うリスクの低減

・従業員の活力や生産性の向上
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いしかわ健康経営宣言企業数等の推移

いしかわ健康経営宣言企業

いしかわ健康経営優良企業（知事表彰）

事業所数 ％

卸売業，小売業 68 10.4%

製造業 152 23.3%

医療，福祉 49 7.5%

宿泊業，飲食サービス業 11 1.7%

サービス業（他に分類されないもの） 32 4.9%

建設業 203 31.2%

運輸業，郵便業 34 5.2%

生活関連サービス業，娯楽業 4 0.6%

教育，学習支援業 7 1.1%

学術研究，専門・技術サービス業 29 4.5%

金融業，保険業 25 3.8%

情報通信業 20 3.1%

不動産業，物品賃貸業 7 1.1%

農林漁業（個人経営を除く） 10 1.5%

全産業 651

（１）いしかわ健康経営宣言企業の認定

⚫ いしかわ健康経営宣言企業は、年々増加し、令和4年度末で651カ所になった。

⚫ 「建設業」が最も多く、「製造業」、「卸売業、小売業」が続いている。

（出典）石川県健康福祉部健康推進課調べ注：宣言企業数には取りやめた企業を含まない



（２）働く世代の健康づくり支援事業費補助金

⚫ 県では、健康経営実践ゼミ参加企業のうち、希望する企業に対して、食と運動を中心
とした従業員の健康づくりに活用できる補助金を交付

・対象経費：研修会の講師謝金、旅費、会場費、健康関連機器の購入費 等

・補助率等：補助対象経費の1/2かつ上限１５万円

• 野菜を気軽に摂取できるようスムージー
販売機を設置

• 野菜摂取量測定器による測定値がスムー
ジー導入前と比べ、平均3.0点から平均
5.3点に改善した（推奨値7～8点台）



⚫ いしかわ健康経営宣言企業のうち、健康経営の取組に特に意欲がある企業に対して、
健康経営エキスパートアドバイザーが健康経営の継続的な実施を支援する「健康経
営実践ゼミ」を開催（令和４年度の参加者数） 7 企業 12名

（３）健康経営実践ゼミの開催



（４）出前講座の開催

⚫ 県では、企業の健康づくりを支援するため、歯科医師、保健師、管理栄養士等が企業
を訪問し、出前講座を実施

（支援可能な内容）
• 健康経営の推進について
• ロコモティブシンドローム予防
• 健診データしっとくナビの活用

（健診データと生活の関連、生活改善のポイント等）
• メタボリックシンドローム予防

（適正な食生活のあり方、身体活動の増加等）
• 受動喫煙防止対策、禁煙の取り組み方
• 健診・がん検診受診の必要性、保健指導を受ける必要性
• 歯と口腔の健康、歯周病予防 など

⚫ 令和4年度は、２７回の出前講座を行った。

⚫ このうち、歯科医師会と連携して行った歯周病予防
をテーマとする出前講座は２２回開催した。

⚫ 出前講座の結果、企業歯科健診の導入に結び付いた
事例がある。



配信内容

4月

がん検診について

産業保健研修会（健康寿命延伸につながる口腔健康管理）の
開催について

ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

5月

熱中症対策について

ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

世界禁煙デー、禁煙週間

6月

歯と口の健康週間

熱中症予防について

両立支援コーディネーター基礎研修について

ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

がん知っとき隊

熱中症予防について

がんフォーラム

7月
肝臓週間

ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

8月
ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）
野菜１品プラス運動、総菜販売（予定）

9月

健康増進普及月間

がん征圧月間

熱中症予防について

女性活躍セミナー等の開催について

ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

がん対策推進企業アクション

健康経営セミナー

配信内容

10月

臓器移植普及推進月間
骨髄バンク推進月間
ポジティブメンタルヘルスシンポジウム
ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）
健康経営セミナー（再周知）

11月

いい歯の日について
世界糖尿病デー
アルコール関連問題啓発週間
ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）
インフルエンザの予防について
世界エイズデー
ヘルシー＆デリシャスの総菜販売

12月

行動災害防止対策セミナーの開催について
風しん抗体検査
マイナンバーカード申請について
ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

1月 ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

2月

しっとくナビ周知
企業向け禁煙支援セミナー・相談会の開催について

県民公開講座「タバコについて考えるフォーラム」のご案内

アレルギー週間について
ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）

3月

女性の健康週間
企業向け禁煙支援セミナー・相談会の開催について
ヘルシー&デリシャスメニューレシピ（19日）
産保センター研修計画

（５）健康情報のメール配信

⚫ 令和4年度は、健康経営宣言企業に対し、年間50回の健康情報に関するメールを配信



（６）いしかわ健康経営優良企業の知事表彰



⚫ 「いしかわ健康経営優良企業知事表彰」を受けた企業の取り組みや県の支援事例
をまとめた実践事例集を作成

（７）いしかわ健康経営実践事例集の作成

従業員等に対する健康づくりの取り組み
のヒントに、ぜひご活用ください！



事
例

食事

①
⚫ 社員食堂で毎週木曜日及び健康診断１週間前

の期間をヘルシーメニューデーとし、主菜が
300kcal以下のヘルシーメニューを提供

②

⚫ 置き社食「オフィスOKAN」の導入
・冷蔵庫内に保存された商品の利用が可能、
・月額利用料を会社負担、社員は１品１００円の
みの負担

③
⚫ 自動販売機に機能性表示飲料を低価格で販売

し、食生活改善の意識付けを行っている

④
⚫ 農園部を設け、従業員自らが野菜作りと鶏飼育

を行い、とれたての食材を従業員や家族に提供。

⑤
⚫ 食堂で健康メニューを提供

・週替わりで「塩分控えめ」「野菜たっぷり」「カロ
リーコントロール」メニューを提供

⑥

⚫ 食堂業者と健康管理室がコラボして、従業員の
定期健康診断結果（ワースト５）に基づき、曜日
ごとのテーマに決めたヘルシーメニューを提供
して、食堂から従業員の健康増進に繋げている。

事
例

運動

①
⚫ ボランティア活動への参加（3月水辺クリーンデー、6

月クリーンビーチいしかわ、滝ケ原草刈り）
※コミュニケーションの促進に向けた取組として報告

②
⚫ ウェアラブル端末を活用した運動の取組

・職員５人ずつでチームを編成し、チーム対抗で一日
平均歩数を競い、日常の運動を促した

③

⚫ 毎日朝礼時に全店舗（北陸3県7拠点）をWEB会議
システムで繋ぎ、2分間の健康体操を実施。肩甲骨回
りをテーマに、その日のリーダーが主導して体操を行
う

④
⚫ 社内トレーニングルームの活用（休日も開放、家族な

ど利用可）

⑤⚫ 週１回、定時後にちょいトレ（かほく市考案）を実施

⑥⚫ 年１回体成分析装置InBodyを本社に出張測定

⑦
⚫ 年１回ウォーキング月間を実施し、業務時間内の

ウォーキングを許可（午前・午後それぞれ１０分以内、
月間以外でも実施を許可）

⑧

⚫ ３人１組（うち１名は特定保健指導を受けた従業員）
のチームを組み、法人契約をしているスポーツクラブ
等の利用でポイントを獲得し、約９か月間チームごと
にポイントを競い合う「健康マイレージ」を開催

いしかわ健康経営優良企業の主な取組



⚫ いしかわヘルシー＆デリシャスメニューのレシピ（献立39メニュー、単品122品）は、
石川県庁のホームページやクックパッドに掲載しています。

httpsww://w.pref.ishikawa.lg.jp/kenkou/healtydelicious.html

いしかわヘルシー＆デリシャスメニュー

社員食堂でヘルシー＆デリシャスメニューの基準を満たす食事提供
令和４年度 協力企業５社（五十音順）
・一般財団法人石川県職員互助会（県庁行政庁舎 2 階食堂） ・石川サンケン株式会社 社員食堂
・鹿島興亜電工株式会社 福利厚生棟「静の館」 ・小松マテーレ株式会社 社員食堂
・株式会社ジャパンディスプレイ石川工場 社員食堂



野菜１品プラス運動

⚫ 野菜の1日の摂取目標量350ｇを摂取するため、令和5年8月31日（やさいの日）か
ら令和5年9月30日までの1か月間、県内の企業と連携し、普段の食事にあと一品分
（およそ７０ｇ）追加することを啓発

・1パックに野菜を70ｇ以上、かつ、3種類以上
使用した総菜にシールを貼付して販売
【R5協力企業】 ジャーマンベーカリー、コープいしかわ、

ジャコム石川、アルビス、イオンリテール

ニュー三久
・野菜１品プラス運動のポスターやポップ等を掲示

【R５協力企業】 ニュー三久、大阪屋ショップ、ローソン

・調味料メーカー３社とコラボしたレシピカード
【R5協力企業】 味の素株式会社名古屋支社北陸支店

カゴメ株式会社名古屋支店北陸営業所
キューピー株式会社名古屋支店金沢営業所

⚫ R4県民健康栄養調査によれば、
・毎日野菜を食べない理由は、「特に理由はない」（30.0％）、
「用意されていない」（22.0％）、 「外食等が多い」（15.2％）
などであった。

・中食を週1回以上利用している割合は、38.9％であった。



https://www.pref.ishikawa.lg.jp/sports/mileageaplication.html



がん検診

H28 R1 R4

胃がん
45.4

ー

48.0

ー

45.4
（2年に1回）

49.4

肺がん 53.3 55.3 59.4

大腸がん 46.1 48.8 48.4

乳がん
（2年に1回）

49.4 53.3 44.0

子宮がん
（2年に1回）

44.9 51.1 42.4

（出典）県民健康栄養調査

がん検診の受診率
（40～69歳、ただし子宮がんは20～69歳）



安心して社会生活を送れる地域社会づくりに向けた
医学的・整容的・心理社会的な支援の充実

がん対策におけるアピアランスケアの充実

石川県がん対策推進計画に基づき①予防②治療③共生の３本柱で施策を推進

①がん検診受診の普及・定着

②治療の進展による生存率の向上

③社会生活を継続する患者の増加

◎治療による外見変化に伴う社会生
活への不安等への対応が課題
・約７割が強い心理的苦痛を経験
・約５割が外出控え、復職延期等を経験

◆患者目線での適切な情報の提供
医療・整容・相談・助成など総合的な情報提供資材を作成

◆患者の求める支援を提供できる体制の整備
拠点病院や地域の美容所等を対象にアピアランスケア研修を開催

◆患者の社会生活を後押しする公的支援の充実
ウイッグ等の外見ケア用品の購入費への助成（全１９市町で実施）
・市町の助成額の1/2を県が負担（上限(県→市町)：ウィッグ、乳房補正具各10,000円）

R5の対応

※患者・医療・美容・自治体が連携し実行力の高い施策を展開（関係者連絡会の開催）

医・美
連携



篠原 泉 氏


